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～災害はいつ来るかわからない～
校長 三田 和弘

６月18日火曜日、伊豆地方は一日を通して活発な雨雲が断続的に通過する。（激しい雨の恐

れがあり、大雨への警戒が必要だ。）と思いながらも、１，２年生がこれまで懸命に練習して

きた『３年生激励会』があること、中体連間近で練習もしたいだろう、そして、下校時刻の16

時半頃になれば、雨のピークは過ぎる。そんな思いから学校での活動を継続しました。

しかし、静岡県内では前線と低気圧の影響で県東部を中心に大雨となり、１時間に70ミリの
大雨も降って、伊豆市市山では12時間で300ミリを超えました。バスの全面運休の連絡が来た
とき、保護者への引き渡しでの帰宅を決断しました。幸い、保護者の皆様のご協力をいただき、
午後６時過ぎにはすべての生徒を保護者の皆様にお渡しすることができました。ありがとうご
ざいました。
「災害はいつ来るかわからない。」とよく言います。学校で教員として30年近くとなります

が、保護者へ引き渡しするのは訓練以外ではそうあることではありません。お子様のいのちを
預かる者として、私たち教職員も今回の引き渡しについて十分反省し、課題は改善して参りま
す。お気付きのことがありましたら、学校評価等に記載ください。お願いいたします。
時を同じくして、『伊豆市 天城湯ヶ島地区 わたしの避難計画』の作成が回覧で回ってきて

いました。そこには、

はじめに
・家族で避難に時間がかかる人がいるか確認

地 震 ①
・大地震発生時の行動を確認し、安否確認方法
を記入

○避難のタイミング、避難先を記入しよう
大 雨 ①
・ハザードマップで自宅の危険を確認し、記入
しよう

大 雨 ②
・避難のタイミング、避難先、情報収集手段を
確認し記入しよう

といった内容があります。『避難の知識ブック』には、災害リスクや、避難のタイミング・避
難に関する情報について、避難先および避難行動についての記載があります。偶然のタイミン
グと捉えるか、虫の知らせなのか、ぜひご家庭でも話し合ってください。お願いいたします。
今回の経験から感じたことがあります。学校では避難訓練や不審者対応訓練をしていますが、

本当に災害は起こるということです。訓練には真剣に取り組み、頭と体の両法で覚えることが
大事だと実感しました。
高齢化が進む中で、「若者(中学生)こそがいざという時に力となる。」という声もしばしば

聞きます。中学生の皆さんが非常災害に直面した時、家族にどんな貢献ができるか、地域にど
んな貢献ができるか、家族での避難計画の作成と共に考えてみる機会としていただきたいです。
例年より遅い梅雨入りとなりました。急な蒸し暑さの中、中体連が始まり、部活動が最盛期

となっています。今年も生徒の皆さんの活躍が期待されます。
大雨の中実施した『３年生激励会』は、応援団を中心とした１、２年生全員の本当に頼もし

い応援がありました。修学旅行で『当たり前のことが当た
り前にできる』ことを体現した３年生が、最後の大会に挑
む意気込みや熱気が会場を包みました。
学校・学年行事を通して、集団としての成長が感じられ

た瞬間で、日常の学校生活の成果が表れた場面でした。



激励会と引き渡し下校。
部活動へのご理解とご協力があってこそ、

中体連夏季大会を迎えることができます。保
護者のみなさまには感謝申し上げます、あり
がとうございます。

先日、大豪雨が打ちつける体育館で激励会
が行われました。雨音に負けない大きな声で
１・２年生から３年生へエールが送られまし
た。各部からの意気込みは力強さを感じ、最
後は全校生徒が肩を組み、気持ちを一つに中
体連に挑む生徒の姿が印象的でした。

また、この日は大雨洪水警報が発令されました。子どもたちの安全を第一に考え、雨の様子
を見ながら留め置き、激励会終了の１５時４５分より引き渡し下校と判断いたしました。
ご心配をお掛けしました。保護者の皆様のご対応に感謝いたします。ありがとうございました。

全校生徒の下校が確認できた後、全職員で今回の「引き渡し下校」について振り返りました。
「もっとスムーズに行えたのではないか」「地震の時は、子どもたちの待機場所をどうするか」
などの反省があがりました。今後ともどのように子どもたちの安全を守るべきか、さらに危機
管理の向上に努めて参ります。

ご家庭でも、今一度、もしもの時の「家族の約束」を確認していただければと思います。

中体連田方地区大会 ２０２４開幕
６月22日(土)を皮切りに、今年の中体連が始まりました。３年生にとって、天城中学校の名を

背負っての最後の大会となります。限られた時間の中で、できることを精一杯に取り組んで練習して
きた３年生たち。下級生や市内の仲間と協力して、ＯＮＥ ＴＥＡＭをつくってきました。チームの持って
いる力を信じ、仲間を信じ、自分を鼓舞して、全力でプレーすることと思います。
今週末にも、決勝リーグや個人戦が予定されています。ぜひとも応援をお願いいたします。
※各部の大会結果は７月号の「克己」に記載いたします。

校歌の作曲家と生徒の交流会 ※７月８日（月）会場・修善寺中
来年開校の伊豆中学校の校歌は、青島広志(あおしま ひろし)氏が、

作詞・作曲を手がけることとなりました。東京都出身の作曲家です。
７月８日（月）各校の代表生徒と青島氏と交流会を開き、

生徒の思いを曲作りに反映するために開かれます。


